
「自衛隊を活かす会」シンポジウムのご案内

新安保法制にはまだまだ
議論すべき点が残っている
審議時間を確保するとして延長された国会だが、議論が尽くされているとは言いがたい。
このまま成立するというのでは、自衛官にとっても問題が残ることになり、ひいては日
本のためにならない。元自衛隊幹部をゲストにお迎えし、法案の問題点を議論する。

火 17：00～ 衆議院第２議員会館 多目的会議室

第Ⅰ部　各党代表のご挨拶　（各党政審にご案内しています）

第Ⅱ部　ゲストのご発言
　冨澤 暉・元陸自幕僚長
　渡邊 隆・元陸将
　林 吉永・元空将補

第Ⅲ部　「自衛隊を活かす会」とゲストとの討論
　柳澤 協二・元内閣官房副長官補（「会」代表）
　伊勢崎 賢治・東京外大教授（「会」呼びかけ人）
　加藤 朗・桜美林大学教授（「会」呼びかけ人）

会費 1,000 円（資料代）

会場 衆議院第２議員会館 多目的会議室
一般の方は議員会館受付でご案内します

「自衛隊を活かす会」ホームページ
（http://kenpou-jieitai.jp）から
お申込み下さい。

参加申し込み方法　※事前予約制

主催 自衛隊を活かす：21 世紀の憲法と防衛を考える会（略称「自衛隊を活かす会」）
2014年６月７日発足。自衛隊を否定するのでもなく、国防軍や集団的自衛権に走るのでもなく、現行憲法の下で生まれた
自衛隊の可能性を探り、活かすことを目的とし、議論の場を提供してきた。憲法９条下での日本防衛、国際貢献のありよう
について、5月 18日、「提言」を発表。ホームページは http://kenpou-jieitai.jp

とき ７月 28日（火）午後５時～
開場4時 30分


